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超高齢化社会への対応
地域で支え合える仕組みを構築

　
「
２
０
２
５
年
問
題
」

　
国
民
の
４
人
に
ひ
と
り
が

後
期
高
齢
者
と
言
わ
れ
る
超

高
齢
化
社
会
へ
の
本
町
の
取

り
組
み
。

　
　
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
の
活
用
。

　
　
平
成
29
年
度
に
在
宅
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

と
し
て
、
医
療
・
介
護
の
事

業
者
が
電
子
連
絡
帳
を
通
じ

て
連
携
で
き
る
「
あ
ぐ
ネ
ッ

ト
」
の
シ
ス
テ
ム
整
備
に
活

用
し
た
。

　
　
保
険
者
に
対
す
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
の
取
り
組
み
。

　
　
国
に
お
い
て
、
今
年
度

か
ら
「
保
険
者
機
能
強
化
推

進
交
付
金
」
制
度
が
創
設
さ

れ
、
保
険
者
に
対
す
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　
町
で
は
、
こ
の
交
付
金
を

多
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推

進
や
給
付
適
正
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　
介
護
を
し
て
い
る
家
庭

や
家
族
に
対
す
る
取
り
組
み
。

　
　
個
別
の
相
談
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談

に
応
じ
て
い
る
。

　
認
知
症
介
護
家
族
の
集
い

と
し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い

の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
進

め
、
介
護
家
族
の
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
。
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あと６年で国民の４人にひとりが後期高齢者になる

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
は

　
一
般
的
に
は
「
報
償
」
と
い

う
意
味
だ
が
、
こ
こ
で
は
国
が

新
た
に
創
設
し
た
「
保
険
者
機

能
強
化
交
付
金
」
の
制
度
に
お

い
て
、
保
険
者
（
市
町
村
）
が

実
施
し
た
自
立
支
援
、
重
度
化

防
止
の
取
組
み
内
容
に
よ
り
、

交
付
金
の
額
の
多
寡
が
決
め
ら

れ
る
仕
組
み
の
事
を
指
す
。


